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Ⅰ　研究指導

研究指導Ⅱ

科目区分 科目区分に特に対応するDPの修得すべき資質・能力
1年次 2年次

前期 後期

２．心理学的研究能力

心理学に関する研究課題を自ら設定し、専門的知識や技法を用いて、

心理学研究法の方法を使い、研究倫理を踏まえて、研究をすることが

できる。

研究指導Ⅰ

Ⅱ　必修科目

臨床心理学特論Ⅱ 臨床心理学特論Ⅰ

臨床心理面接特論Ⅰ

臨床心理面接特論Ⅱ

１．基礎的素養と専門的知識・技法・姿勢・態度・倫理

臨床心理学を含む心理学全般の基礎的素養と専門的知識、技法、姿

勢・態度、倫理を修得している。

臨床心理実習Ⅱ

臨床心理実習ⅠA

（心理実践実習ⅡA）

臨床心理実習ⅠB

（心理実践実習ⅡB)

A群

心理学研究法特論

臨床心理学研究法特論

５．現場での支援活動の展開

心理アセスメントと心理療法を行い、こころの問題への援助、こころの

健康の援助、家族関係の援助、福祉の援助、発達の援助、矯正の援

助、臨床的地域援助、災害・被害への援助、心理的・社会的適応の支

援（チームアプローチ、多職種連携、地域連携などを含む）などのいず

れかを実践できる。

４．知識・実践・研究の融合

心理学の専門的知識、心理的実践活動、そして心理学研究の３領域

を互換的に総合することができる。

B群

教育臨床学特論

（教育分野に関する理論と支援の展開）

臨床心理査定演習Ⅱ

臨床心理基礎実習

臨床心理査定演習Ⅰ

（心理的アセスメントに関する理論と実践）

認知心理学特論

２．心理学的研究能力

心理学に関する研究課題を自ら設定し、専門的知識や技法を用いて、

心理学研究法の方法を使い、研究倫理を踏まえて、研究をすることが

できる。

人格心理学特論

３．広い視点を持った実践

社会の変化（多文化や多様性の共生社会を含む）に伴う要請や各種職

域の要請に対応できるよう、多次元に渡る広い視点から実践すること

ができる。

１．基礎的素養と専門的知識・技法・姿勢・態度・倫理

臨床心理学を含む心理学全般の基礎的素養と専門的知識、技法、姿

勢・態度、倫理を修得している。

C群

犯罪・非行心理学特論

（司法・犯罪分野に関する理論と支援の展

開）

人間関係学特論

（産業・労働分野に関する理論と支援の展

開）

D群

老年心理学特論

（福祉分野に関する理論と支持の展開）

精神医学特論

（保健医療分野に関する理論と支援の展開

Ⅰ）

１．基礎的素養と専門的知識・技法・姿勢・態度・倫理

臨床心理学を含む心理学全般の基礎的素養と専門的知識、技法、姿

勢・態度、倫理を修得している。

家族心理学特論(家族関係・集団・地域社会に
おける心理支援に関する理論と実践)

臨床精神病理学特論

（保健医療分野に関する理論と支援の展開

Ⅱ）

１．基礎的素養と専門的知識・技法・姿勢・態度・倫理

臨床心理学を含む心理学全般の基礎的素養と専門的知識、技法、姿

勢・態度、倫理を修得している。

Ⅳ　選択科目

心理療法特論Ⅱ

（心理支援に関する理論と実践）

E群 心理療法特論Ⅰ 投映法特論

３．広い視点を持った実践

社会の変化（多文化や多様性の共生社会を含む）に伴う要請や各種職

域の要請に対応できるよう、多次元に渡る広い視点から実践すること

ができる。

３．広い視点を持った実践

社会の変化（多文化や多様性の共生社会を含む）に伴う要請や各種職

域の要請に対応できるよう、多次元に渡る広い視点から実践すること

ができる。

心の健康教育に関する理論と実践

心理実践実習ⅠA

心理実践実習ⅠB

F群 英語アカデミックライティング

５．現場での支援活動の展開

心理アセスメントと心理療法を行い、こころの問題への援助、こころの

健康の援助、家族関係の援助、福祉の援助、発達の援助、矯正の援

助、臨床的地域援助、災害・被害への援助、心理的・社会的適応の支

援（チームアプローチ、多職種連携、地域連携などを含む）などのいず

れかを実践できる。

１．基礎的素養と専門的知識・技法・姿勢・態度・倫理

臨床心理学を含む心理学全般の基礎的素養と専門的知識、技法、姿

勢・態度、倫理を修得している。

２．心理学的研究能力

心理学に関する研究課題を自ら設定し、専門的知識や技法を用いて、

心理学研究法の方法を使い、研究倫理を踏まえて、研究をすることが

できる。


